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いのちの学習会における「迷っていますカード」の紹介 
筑波大学消化器外科 高橋一広  
 
茨城県では、臓器移植・臓器提供に対する啓蒙活動として、平成 15 年より中高生を対象とした

「いのちの学習会」を行ってきた。講師は移植医、救急医、看護師、移植経験者であり、私は 2016
年より移植医療に直接従事する移植外科医として、臓器移植の実際やそのジレンマなど、テレビ

やネットでは知ることのできない移植医療の実情を、生徒に伝えてきた。毎年約 300 人の生徒を

対象に学習会を行っており、毎年それなりの反響もあるため、自身の講義をリピートしてくれる

学校も 7 校ほどある。しかしながら、この 8 年の講師歴の中で、自身の講義で「臓器提供に対す

る押しつけはないのだろうか？」という疑問が生じ始めていたところであった。自身の講義の中

で、「臓器提供する、しないの 2 択であり、臓器提供しないというのも立派な意思表示です。あな

たたちは、自身で考えてこれを決定することが大切です。」と言うのが自身のスタンスであった。

これといった解決法はなく、毎回講義を終えた後に、言い知れぬ違和感を近年感じていた。この

ような中、2024 年 9 月の日本移植学会で、瓜生原先生の「迷っていますカード」の取り組みを直

接お聞きし、大変な感銘を受けた。「迷っています。今は決められない。」、全くその通りだと同感

した。中高校生が、web やニュースで臓器提供をある程度知っていたとしても、自身の講義を聴

いてたところで「臓器提供する、しない」を決めるということは無理があろう。自身にこういう

発想がなかったが、「迷っていますカード」は中高生の実情を十分理解した上で発案されており、

さらに生徒の行動変容を促すような選択肢も備えてあり、大変優れたカードであると考えられる 
このカードの譲渡を受け、2024 年 10 月 5 日に土浦第一高等学校の医学進学特別クラス（高校

1 年生と 2 年の約 30 人ほど）に「いのちの学習会」を行った。臓器提供意思表示カードについて

の説明の中で、カードに表示されている 3 択（1.脳死心停止下いすれも臓器提供する、2.心停止下

のみ臓器提供する、3.臓器提供しない）の説明に加えて、「迷っていますカード」も紹介し、「今す

ぐに決められない人もいるであろうから、今はこのカードを活用し、後々に決めていくのもいい

と思います。」という形で説明をさせてもらった。今回が初めての試みであるため、自身としても

説明が十分であったとも言い辛く、すぐに反響があるとも思えなかった。今後、講義の経験を重

ねて、生徒にうまく伝えられる方法を探っていきたいと考えている。 
 
 
2024 年 10 月 5 日  
土浦第一高等学校  
医学進学クラスにて 
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